
九九表の数を全部
たすと…
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全部たすの？

いいえ、

工夫すると、

なんと！

１つの簡単な

計算で

できます！



このスライドを開いてくれてありがとう。
この問題は、工夫ひとつで簡単に（そう簡単ではあり
ませんが…）答えが求められるというおもしろい問題
です。

その問題とは、
「九九の１の段から、９の段
までの答えを全部たすと、
その合計は？」

という問題です。
ただのたし算の問題だから、たし算を繰り返せ
ば答えは見つかりますが、全部で８１個の数を
たさなければなりません。



それではとても面倒ですね。
そこで、工夫が必要になります。

「８１こをたすのが面倒！」
では、あなたはどんな工夫をしますか？
まずは、ノーヒントで考えてみましょう。

めんどう





＜自分の考え＞



どうですか？
では、次は少し一緒に見通しを立てましょう。
どうすれば、少しでも簡単にできるか？

これまでの算数の学習で、
「簡単にする工夫」をしませ
んでしたか？

①２年生では、
「２＋２＋２＋２…のように、同じ数を何回も
たすのは面倒なので、２×４…というかけ算
を学んだ。でも、九九表で同じ数は？」

→かけ算が使えるようにするには？



②かけ算が使えるには、「同じ数」が作れたらいい。
例えば、１の段の答え（１から９）を同じ数にそろ
えることはできないか？

③表に整理して、きまりを見つけると１つ１つ求めな
くてもいい…という学習があった。例えば、
例えば、三角形の角の和は、

というように表に整理したら二十角形も
（２０ー２）×１８０＝３２４０
で、「１８０°ずつ増える」のきまりを使って、
１つ１つ増やしていかなくてもできた。

多角形 三角形 四角形 五角形 六角形 … …
二十
角形

角の和 180 360 540



④きまりを見つける、という考え方は、
「まずは、ここを明らかにする。次は、ここを。」
というように、「順序よく考える」ことは算数で
大事な考え方です。

※このように、これまで学んできた「考え方」が使え
ないか考えてみましょう。

では、もうひとがんばり！



★では、ここから先は、一緒に考えましょう。
あくまで、考えのひとつの例です。

①かけ算を使う工夫
まず、１の段… ふつうにたしても、１の段だけなら、
１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＝４５
で、できないことはありません。
かけ算で求めるためには、同じ数のいくつ分にならなければ
なりません。

そこで… ４うつすと？

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

３うつすと…

２うつすと…

１うつすと…



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

こうすると、一の段は、全て「５」がならびます。
１＋２＋３＋………９＝４５
５×９＝４５

まちがいない！

では、同じように、二の段を同じ数になるように
することができますか？



２ ４ ６ ８ 10     12    14    16    18

10    10    10    10    10      10     10    10    10

となって、全部１０になります。
このきまりを使って、それぞれの段を
同じ数にすると…

８うつすと…

６うつすと…

２うつすと…

４うつすと…



こうなりますね。つまり、
それぞれの段の数の合計は、まんなかの「×５」の数を９倍し
た数と同じ！ということになります。

ここの数にそろえること
ができる！



今、よこに見て、全部同じ数になったので、それぞれ
のだんで同じ数がそろいました。
それぞれの段の合計は、かけ算で求められますね。
※それでもちょっと面倒…

この工夫でも、
４５＋９０＋…
というように、
やっぱり９この数
のたし算をしなけれ
ばいけません…。

では、どうします？



ここから先も、いくつかのやり方があります。
とりあえず、かけ算ができるのでやってみましょう。

→５×９＝４５
→１０×９＝９０
→１５×９＝１３５
→２０×９＝１８０
→２５×９＝２２５
→３０×９＝２７０
→３５×９＝３１５
→４０×９＝３６０
→４５×９＝４０５

※途中で、「４５」ずつ増える！というきまりに
気付きますね。



では、各段の合計９こを１つ１つたすか、工夫をするか、どう
しますか？

まず、先ほど大きさをそろえた作戦でいくと、
真ん中の「２２５」にそろいますが、

※「いくつ移すか」と考えるとちょっと面倒ですが、真ん中の数になる
ことが分かっているので、いくつ移すかを考える必要はありません。

45 90   135   180   225   270   315   360  405

225  225   225 225  225   225  225   225   225
でも、これで、「２２５×９」！！

180うつすと…

135うつすと…

45うつすと…

90うつすと…



別の工夫で、次のように考えた人もいました。

順番にたすのは、面倒だけど、
一の段と九の段をたす…４５＋４０５＝４５０
二の段と八の段 ９０＋３６０＝４５０
というように２２５を中心にたすと、したのように、
４５０が４こできて、あと２２５が残ります。
「いくつ移すか」と考えるとちょっと面倒です。

45 90   135   180   225   270   315   360  405

これで「４５０×４＋２２５」！

４５０
４５０
４５０
４５０



「先生、もっと簡単にできます！
一の段の合計４５を使えば、
かけ算だけでできます。」
…ある人がこう言いました！ 説明を聞きましょう！

一の段の合計は４５
二の段の合計は、一の段の２倍だから、４５×２
三の段の合計は、一の段の３倍だから、４５×３
こう考えると、一の段から九の段までの合計は、
４５×１＋４５×２＋４５×３＋……＋４５×９
になります。
計算のきまり
「 Ａ×Ｂ＋Ａ×Ｃ＝Ａ×（Ｂ＋Ｃ）」を使うと、



４５×１＋４５×２＋４５×３＋……＋４５×９

＝４５×（１＋２＋３＋４＋…＋８＋９）

＝４５×４５
になります。 つまり、

計算のきまり

「 Ａ×Ｂ＋Ａ×Ｃ＝Ａ×（Ｂ＋Ｃ）」を使うと、

１から９までの合計さえ計算すれば、あとは、
４５×４５のかけ算だけでできます！！
これには、他の人もびっくりです。

ところが、「他にも簡単になる工夫が…」



※ちなみに…
今、九九表を右のように並べ直して考えていますが、
中には、ならべかえず、まず１の段の合計４５と
２の段の合計９０を見つけ、
「各段の合計は、４５ずつ増える」というきまりを
使って、前のページと同じように、各段の合計を
見つけることもできます。
（※実際の授業では、こう考える人が結構多いです。）



「先生、九九表で、全部の数を同じ
にできます。」
ある人がこう言いました！ 説明を聞きましょう！

横に大きさをそろえるのと同じように、たても
大きさをそろえます。
たてに、五の段が９こならんでいます。
ということは、さっき、
五の段が「まん中の数２５」に全部そろえられた
ように、
たての列を全部２５にすることができます。
つまり、…



こうなります。九九表の全部のマスの数が
「２５」それが、何個？九九表だから９×９

２５×８１！



すごい！と言うより、おもしろい！と思いませんか？
私は、たくさんの学級でこの授業をしてきましたが、
ほかにもいろいろおもしろい工夫がみられました。
一度、ここでまとめます。

みなさんは、途中でもう計算したと思いますが、

この問題の答えは、「２０２５」です。

途中、こんな式が出てきました。

①２２５×９
②４５×４５
③２５×８１

この３つの式の答えは、計算しなくても
同じになることが説明できます！
分かりますか？



それぞれの式の中の数を、かけ算で表すと、
①２２５×９＝（５×５×９）×９
②４５×４５＝（５×９）×（５×９）
③２５×８１＝（５×５）×（９×９）
となり、どの式も、５が２つ、９が２つの
かけ算になっています。
これも、また、なるほど！！ですね。

九九表の数の合計は、九九表だけに「９×９」
と、九九表の一番真ん中の「５×５」
が関係していましたね。

なるほど、なっとく！ と思ってくれたかな？



さて、こんなに長い説明を最後まで読んでくれて、
ありがとう。あなたは、絶対に算数が得意になります。
なぜなら、ここまで読んだあなたは、「工夫」する
ことに興味を持っているからです。

「もっと、いい考えはないかな？」
「他に工夫できないかな？」
算数に限らず、とても大事な考え方です。

今回、いろいろな工夫がありましたね。次からも使って下さい。

・まず、一の段から… というように順序よく考えること
・「これまでに学んだことで使えるアイデアは？」
といった、学んだことの振り返り

・表に整理してきまりを見つけること
・「横」で使えたから、「たて」にも使える！という
考え方

・なんと言っても「計算のきまり」の利用
Ａ×Ｂ＋Ａ×Ｃ＝Ａ×（Ｂ＋Ｃ）



おわりに
本当は、このスライドは、学校で授業としてする方が
何倍も楽しい学習です。この授業では、最初、３分
くらいで問題を説明した後、ほとんどの時間をグルー
プで考えてもらっていました。
「なんで、そうなるの？」
「だって、…」「あっ、そうか。ありがとう。」
「こうした方が簡単じゃない？」
「○○さん、それ、すごい！！」

…早く、学校でみんなとわいわい学習を
したいですね。

学校での楽しい授業には勝てませんが、
また、このシリーズでお会いしましょう。



おまけ！
私（スライド作成者）の考え、聞いて下さい！
これなら、（百×百の表）の合計も求められる！けど分かるかな？

私も簡単な数に置き換えて、合計を求め、きまりを見つけます。
まず、九九ではなく一一表だったら、合計は１（１だけ！）
二二表なら、
１＋２＋２＋４＝９
三三表なら、
二二表の合計９に残りをたして、
９＋３＋６＋３＋６＋９＝３６

四四表なら、
３６＋（４＋８＋１２）×２
＋１６＝１００

表にすると…

9

100

※「一一表」や「二二表」
は、説明のために
私がかってに作った言葉で
す。

36

225



ここで、きまりを見つけたい！
二の段までの合計…９＝３×３→ この３の意味？
三の段までの合計…３６＝６×６→ ６の意味？
四の段までの合計…１００＝１０×１０→１０の意味？
ここで気付きました！
二の段までをみて３になる数は、１＋２つまり２までの和
三の段までをみて６になる数は、１＋２＋３…３までの和
四の段で１０…１＋２＋３＋４＝１０！
つまり、九の段なら、１から９までをたした数は４５だから、
４５×４５で求められる！！！
すごくないですか？
これなら、百の段までの合計も、
１から１００まで工夫してたして、それを２回かけたら、
表がなくても、できる！！（実は、この考えも、さらに工夫できる）

表 一一 二二 三三 四四 … … 九九

数の和 １ ９ ３６ １００



ちなみに、百の段までの合計、気になりますか？
では、どうしても気になる人のために、あとひとがんばり。

１＋２＋３＋…９９＋１００＝
この計算は、６年生の教科書の最後の方に
「工夫して計算しよう」というページでよく出てきます。
始めにやったように、外側から順にたすと、
１＋１００＝１０１ ２＋９９＝１０１ ３＋９８＝１０１ ……
…４８＋５３＝１０１ ４９＋５２＝１０１ ５０＋５１＝１０１

となり、１０１が５０こできて、１０１×５０＝５０５０
になります。（他にも１００までの合計の求め方はあります）
だから、

５０５０×５０５０
＝２５５０２５００ です！

「こんな計算して何になる？」…意味はないがおもしろい！

最後まで読んでくれてありがとう。では、さようなら。

疲れた…


